
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＩネットワーク化検討会議及び分科会構成員一覧 

別紙１ 



ＡＩネットワーク化検討会議構成員   

 

須藤 修     東京大学大学院情報学環教授・東京大学総合教育研究センター長 

村井 純     慶應義塾大学環境情報学部長・教授 

平野 晋     中央大学総合政策学部教授・大学院総合政策研究科委員長 

赤坂 亮太   慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科リサーチャー 

石井 夏生利  筑波大学図書館情報メディア系准教授 

板倉 陽一郎  弁護士 

稲葉 振一郎  明治学院大学社会学部教授 

井上 智洋   駒澤大学経済学部専任講師 

江間 有沙   東京大学教養学部附属教養教育高度化機構特任講師 

大内 伸哉   神戸大学大学院法学研究科教授 

大屋 雄裕   慶應義塾大学法学部教授 

鹿島 久嗣   京都大学大学院情報学研究科教授 

河井 大介   東京大学大学院情報学環助教 

河島 茂生   青山学院女子短期大学現代教養学科准教授 

久木田 水生  名古屋大学大学院情報科学研究科准教授 

クロサカ タツヤ  総務省情報通信政策研究所コンサルティング・フェロー 

越塚 登      東京大学大学院情報学環教授 

佐々木 勉   総務省情報通信政策研究所特別上級研究員 

佐藤 英司   福島大学経済経営学類准教授 

宍戸 常寿   東京大学大学院法学政治学研究科教授 

実積 寿也   九州大学大学院経済学研究院教授 

新保 史生   慶應義塾大学総合政策学部教授 

田中 絵麻   一般財団法人マルチメディア振興センター情報通信研究部主席研究員 

田中 浩也   慶應義塾大学環境情報学部教授 

高橋 恒一   国立研究開発法人理化学研究所生命システム研究センター 

生化学シミュレーション研究チームチームリーダー 

中西 崇文   国際大学グローバル・コミュニケーション・センター准教授 

林 秀弥       名古屋大学大学院法学研究科教授 

林 雅之       国際大学グローバル・コミュニケーション・センター客員研究員 

原井 洋明     国立研究開発法人情報通信研究機構ネットワークシステム研究所 

ネットワーク基盤研究室長 

深町 晋也     立教大学大学院法務研究科教授 

福井 健策     弁護士 

松尾 豊       東京大学大学院工学系研究科特任准教授 

山本 勲       慶應義塾大学商学部教授 

山本 龍彦     慶應義塾大学法科大学院教授 

湯淺 墾道     情報セキュリティ大学院大学教授 

若田部 昌澄   早稲田大学政治経済学術院教授 

渡辺 智暁     慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任准教授 

 

（注）敬称略。座長、顧問、座長代理を除き、五十音順。（平成 28年 6月 20日時点） 

座 長 

顧 問 

座長代理 
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 経済分科会構成員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林 秀弥 名古屋大学大学院法学研究科教授 

井上 智洋 駒澤大学経済学部専任講師 

板倉 陽一郎 弁護士 

クロサカ タツヤ 総務省情報通信政策研究所コンサルティング・フェロー 

越塚 登 東京大学大学院情報学環教授 

佐藤 英司 福島大学経済経営学類准教授 

実積 寿也 九州大学大学院経済学研究院教授 

高橋 恒一 
国立研究開発法人理化学研究所生命システム研究センター 

生化学シミュレーション研究チームチームリーダー 

田中 絵麻 
一般財団法人マルチメディア振興センター情報通信研究部 

主席研究員 

田中 浩也 慶應義塾大学環境情報学部教授 

中西 崇文 国際大学グローバル・コミュニケーション・センター准教授 

林 雅之 国際大学グローバル・コミュニケーション・センター客員研究員 

原井 洋明 
国立研究開発法人情報通信研究機構ネットワークシステム研究所 

ネットワーク基盤研究室長  

福井 健策 弁護士 

松尾 豊 東京大学大学院工学系研究科特任准教授 

山本 勲 慶應義塾大学商学部教授 

若田部 昌澄 慶應義塾大学商学部教授 

渡辺 智暁 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任准教授 

分科会長 

（注）敬称略。分科会長及び分科会長代理を除き、五十音順。（平成 28年 6月 20日時点） 

分科会長代理 



 ＡＩネットワーク化検討会議 

 社会・人間分科会構成員 

 

 

渡辺 智暁 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任准教授 

河島 茂生 聖学院大学政治経済学部准教授 

赤坂 亮太 慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科リサーチャー 

稲葉 振一郎 明治学院大学社会学部教授 

江間 有沙 東京大学教養学部附属教養教育高度化機構特任講師 

大屋 雄裕 慶應義塾大学法学部教授 

鹿島 久嗣 京都大学大学院情報学研究科教授 

河井 大介 東京大学大学院情報学環助教 

久木田 水生 名古屋大学大学院情報科学研究科准教授 

クロサカ タツヤ 総務省情報通信政策研究所コンサルティング・フェロー 

実積 寿也 九州大学大学院経済学研究院教授 

田中 浩也 慶應義塾大学環境情報学部教授 

中西 崇文 国際大学グローバル・コミュニケーション・センター准教授 

林 雅之 国際大学グローバル・コミュニケーション・センター客員研究員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分科会長 

（注）敬称略。分科会長及び分科会長代理を除き、五十音順。（平成 28年 6月 20日時点） 

 

分科会長代理 



ＡＩネットワーク化検討会議 

 法・リスク分科会構成員 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宍戸 常寿 東京大学大学院法学政治学研究科教授 

平野 晋 中央大学総合政策学部教授・大学院総合政策研究科委員長 

赤坂 亮太 慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科リサーチャー 

石井 夏生利 筑波大学図書館情報メディア系准教授 

板倉 陽一郎 弁護士 

稲葉 振一郎 明治学院大学社会学部教授 

江間 有沙 東京大学教養学部附属教養教育高度化機構特任講師 

大内 伸哉 神戸大学大学院法学研究科教授 

大屋 雄裕 慶應義塾大学法学部教授 

河島 茂生 青山学院女子短期大学現代教養学科准教授 

久木田 水生 名古屋大学大学院情報科学研究科准教授 

クロサカ タツヤ 総務省情報通信政策研究所コンサルティング・フェロー 

越塚 登 東京大学大学院情報学環教授 

新保 史生 慶應義塾大学総合政策学部教授 

高橋 恒一 
国立研究開発法人理化学研究所生命システム研究センター  

生化学シミュレーション研究チームチームリーダー 

中西 崇文 国際大学グローバル・コミュニケーション・センター准教授 

林 秀弥 名古屋大学大学院法学研究科教授 

深町 晋也 立教大学大学院法務研究科教授 

福井 健策 弁護士 

山本 龍彦 慶應義塾大学法科大学院教授 

湯淺 墾道 情報セキュリティ大学院大学教授 

分科会長 

分科会長代理 

（注）敬称略。分科会長及び分科会長代理を除き、五十音順。（平成 28年 6月 20日時点） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＩネットワーク化検討会議事務局 
 

福田 雅樹   総務省情報通信政策研究所調査研究部長 

成原  慧    総務省情報通信政策研究所調査研究部主任研究官 

吉田 智彦   総務省情報通信政策研究所調査研究部主任研究官 

尾川  豊   総務省情報通信政策研究所調査研究部主任研究官 

渡邊 資生   総務省情報通信政策研究所調査研究部研究官 

 

 

 

 



開催経緯 

 

【検討会議】 

第 1回（平成 28年 2月 2日） 

○ 構成員からの御発表 

 松尾構成員 「人工知能の未来 ―ディープラーニングの先にあるもの―」 

 若田部構成員 「経済学者は人工知能の夢を見るか：第 2次機械時代の経済社会構想」 

 林（秀）構成員 「情報通信政策・競争政策の視点から」  

 大屋構成員 「自律と責任における顕教と密教」 

第 2回（平成 28年 3月 17日） 

○ 中間的な整理の方向性について議論 

第 3回（平成 28年 4月 12日） 

○ 中間報告書案について議論 

第４回（平成 28年 6月 6日） 

〇 米国ホワイトハウス等主催のＡＩと法と政策に関するワークショップ参加報告 

〇 報告書の整理の方向性について議論 

第 5回（平成 28年 6月 15日） 

〇 報告書（案）について議論 

 

【経済分科会】 

第 1回（平成 28年 2月 9日） 

○ 構成員からの御発表 

 高橋構成員 「ＡＩのオープンプラットフォーム戦略」 

 佐藤構成員 「ＩＣＴインテリジェント化に伴う競争政策上の論点 -経済学的視点から-」 

 クロサカ構成員 「進展過程に応じたエコシステムの検討」 

第 2回（平成 28年 2月 18日）  

○ 構成員からの御発表 

 実積構成員 「ＩＣＴインテリジェント産業をめぐる経済学的論点―電気通信産業とのアナロ

ジーは成立するのか？―」 

 クロサカ構成員 「進展過程に応じたエコシステムの検討」 

 田中（絵）構成員 「米欧におけるＩＣＴインテリジェント化関連政策・市場動向―ＡＩのサ

ービス化とＩＣＴエコシステムの進化の視点から―」 

第 3回（平成 28年 3月 10日）  

○ 中間的な整理の方向性について議論  
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【社会・人間分科会】 

第 1回（平成 28年 2月 10日） 

○ 構成員からの御発表 

 田中（浩）構成員 「空間を越える”自律・分散・協調“ものづくりＩＣＴインフラの可能性

～地域社会、日本社会、国際社会、それぞれへの影響～」 

 河井構成員 「インテリジェントＩＣＴと人 ～社会心理学の視点から～」 

第 2回（平成 28年 2月 22日）  

○ 構成員からの御発表 

 鹿島構成員 「ヒューマン・コンピュテーションとその社会・人間への影響」 

 久木田構成員 「ＩＣＴインテリジェント化の人間と社会に対する影響」 

第 3回（平成 28年 3月 8日）  

○ 構成員からの御発表 

 クロサカ構成員 「進展過程に応じたエコシステムの検討」 

○ 中間的な整理の方向性について議論 

 

【法・リスク分科会】 

第 1回（平成 28年 2月 5日） 

○ 構成員からの御発表 

 深町構成員 「インテリジェントＩＣＴと刑法上の諸問題」 

 板倉構成員 「欧州一般データ保護規則提案における“the Right to Data Portability”の

インテリジェントＩＣＴへの適用」 

第 2回（平成 28年 2月 23日） 

○ 構成員からの御発表 

 山本（龍）構成員 「予測的アルゴリズムの憲法問題―その対処法の予備的検討とともに―」 

 湯淺構成員 「論点 消費者保護・青少年保護を中心に」 

第 3回（平成 28年 3月 9日）  

○ 構成員等からの御発表 

 （ゲストスピーカー）横田明美 氏 千葉大学法政経学部准教授 「ＩＣＴインテリジェント

化に伴う影響に関する論点～行政法・環境法の知見をヒントとして」 

 クロサカ構成員 「進展過程に応じたエコシステムの検討」 

○ 中間的な整理の方向性について議論 

第 4回（平成 28年 5月 16日）  

○ 構成員等からの御発表 

 田中（絵）構成員 「英国におけるロボティクス原則の概要」 

 （ゲストスピーカー）工藤郁子 氏 情報通信政策研究所特別フェロー 「ロボット規制に

関するガイドライン」 



  赤坂構成員 「we robot2016 報告」 

  赤坂構成員 「ロボットを題材としたリスク・シナリオ分析」 

  板倉構成員 「ロボットを題材としたリスク分析」 

  中西構成員 「ロボットを題材としたリスク・シナリオ」 

  クロサカ構成員 「ロボットを題材としたリスク・シナリオ分析」 

 

【合同会合】 

 経済分科会／社会・人間分科会 合同会合（平成 28年 5月 13日） 

○ 構成員等からの御発表 

 （ゲストスピーカー）大内伸哉 氏 神戸大学大学院法学研究科教授（現・構成員） 「Ａ

Ｉネットワークと労働法上の課題」 

 稲葉構成員 「宇宙開発とロボットの空想社会学」 

 井上構成員 「智連社会で期待される人間像 豊かさ・幸せの評価指標」 

 経済分科会／社会・人間分科会／法・リスク分科会 合同会合（平成 28年 5月 23日） 

○ ゲストスピーカーからの御発表 

 （ゲストスピーカー）森永聡 氏 一般社団法人産業競争力懇談会「自律的人工知能間の挙

動調整」テーマリーダー「『自律型人工知能間の挙動調整』に関する政策提言活動」 

 （ゲストスピーカー）柳川範之 氏 東京大学大学院経済学研究科教授 「人工知能は人々

の仕事を奪うのか」 

 

【その他】 

 座長ヒアリング（平成 28年 5月 18日） 

○ ゲストスピーカーからの御発表 

 （ゲストスピーカー）江村克己 氏 日本電気株式会社 執行役員常務 「ＡＩによる産業競

争力強化に向けて」 

 （ゲストスピーカー）村上憲郎 氏 株式会社村上憲郎事務所代表取締役 「ＡＩネットワ

ーク化がもたらす産業構造の変化と雇用への影響」 

 （ゲストスピーカー）栄藤稔 氏 株式会社ＮＴＴドコモ執行役員 兼イノベーション統括

部長 「米国を中心としたＡＩ（人工知能）事業トレンドから見られる産業構造の変化」 

 

 

 



1 
 

ＡＩネットワーク化が社会の各分野にもたらす影響 

 

 中間報告書においては、(1)公共分野、(2)生活分野及び(3)産業分野の別に、ＡＩネット

ワーク化がこれら社会の各分野にもたらす影響を展望した。 

展望に当たっては、これら社会の各分野をそれぞれ次のように細分化して、それぞれに

おける個々の変化が実現する時期について、先行研究に立脚しつつおおよその展望を整理

した。中間報告書における展望の結果をここに再掲する 1。 

(1)公共分野： 公共インフラ、防災、スマートシティ、行政 

(2)生活分野： 生活支援（パーソナルアシスト）、豊かさ創造 

(3)産業分野： 分野共通、農林水産、製造業、運輸・物流、卸売・小売、金融・保険、

医療・介護、教育・研究、サービス業、建設 

 

(1) 公共分野 

① 公共インフラ 

 
  ② 防災 

 
                                                   
1 中間報告書 17-37頁参照。なお、本別紙の内容は、中間報告書の再掲となるものである。 
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2 
 

③ スマートシティ 

 

  ④ 行政 

 

 

(2) 生活分野 

① 生活支援（パーソナルアシスト） 

 



3 
 

② 豊かさ創造 2 

 

 

(3) 産業分野 

① 分野共通 3 

   

 

 

 

 

                                                   
2 ここでは、創造的な活動、人のコミュニティ活動、パートナーとの関係など豊かさの創造

に資することに対するＡＩネットワーク化の影響を展望する。 
3 ここでは、事務やコールセンター等のコーポレート業務など様々な産業分野に共通する業

務に対するＡＩネットワーク化の影響を展望する。 
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② 農林水産 

   

③ 製造業 

 

④ 運輸・物流 
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⑤ 卸売・小売 

   

 ⑥ 金融・保険 

   

⑦ 医療・介護 
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 ⑧ 教育・研究 

  
 ⑨ サービス業 4 

   

⑩ 建設 

  
                                                   
4 ここでサービス業とは、主に、警備・防犯、不動産、旅行・レジャー、広告、飲食店等を

想定している。 


